
保育士、小学校教諭、幼稚園教諭、「保育支援員」に関する必要な単位数等

※ 保育士、小学校教諭、幼稚園教諭は養成課程の専門科目の単位数。この他試験等や、倍近い予習・復習の時間の確保が前提となっている。
※  保育支援員のOJT研修は就労を通じたものであり、他の座学講習と単純に比較できるかどうかは疑問である。

（OJT研修の内容については不明であるが、大学において認められたインターンシップでも２単位以下に換算されるものが約６割となっている）。
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資格取得に必要な
124単位の内、
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資格取得に必要な
62単位の内、
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124単位の内、
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